
１．事故概要

・原 因 者：有限会社アイシー産業（福島県本宮市）

・場　　 所：福島県本宮市糠沢字東禅寺２０番地　　

・事業内容：再生有機溶剤製造業、産業廃棄物処理業(※２)

・流出数量及び回収量(※３)

※３：回収量は１１月７日現在

※４：ドラム缶は容量200L。一斗缶等は容量1L、11L、18Lのものがある。コンテナは容量1,000L。

※６：半導体の製造工程から排出された廃液で、有害物質は含まない。

２．県としての対応
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阿武隈川水系水質汚濁対策連絡協議会

令和元年１１月８日

福島県本宮市の工場からの
有害物質が入ったドラム缶等の流出について（情報提供）

福島県　水・大気環境課

 福島県より本宮市の工場からの有害物質が入ったドラム缶等の流出に
関し、原因事業者から法令(※１)に基づく事故発生の届出があり、ドラム
缶等の流出数量等について報告がありましたのでお知らせします。
　※１：水質汚濁防止法、廃棄物の処理及び清掃に関する法律

　○　下流の河川での水質検査の結果、有害物質は検出されておりません。

　○　事業者に対して、引き続き流出したドラム缶等の捜索及び回収を指示しております。また、ドラム缶
等の飛散流出防止対策の徹底を指導しております。

＜　記者発表会　：　福島建政記者クラブ､福島市政記者クラブ　＞

　　※２：使用済みの有機溶剤を有価物又は産業廃棄物として受け入れ、蒸留・精製し、
　　再生品として出荷

※５：河川の環境基準や河川への排水基準が定められている物質。トリクロロエチレン、ジクロロメタン。
いずれも、主に金属部品や電子部品の加工の際に、付着している油等の洗浄に用いられている。発が
ん性を有する。

河川管理課長 中野　　　孝

０２４－５２１－７２５６

担当者　小池由浩

【河川に関する問い合わせ】

阿武隈川水系水質汚濁対策連絡協議会 上流支局事務局

国土交通省　東北地方整備局　福島河川国道事務所

ＴＥＬ　０２４－５４６－４３３１　（代）

【流出物質に関する問い合わせ】

有限会社　アイシー産業

ＴＥＬ　０２４３－４４－４１０８

担当者　　押山　高広

【流出物質・流出事故内容に関する問い合わせ】
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流　出 340 本 2,255 缶 14 個
回　収 283 本 1,256 缶 13 個
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流　出 0 本 59 缶 0 個
回　収 0 本 24 缶 0 個
流　出 184 本 1,650 缶 6 個
回　収 182 本 996 缶 6 個
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